
●エスカレーターの安全な利用の促進を求める意見書
●民生委員・児童委員の担い手確保に向けた取組を求める意見書
●高次脳機能障害者への実効的な支援の推進を求める意見書
●医療的ケア者等及びその介護を行う家族への支援の拡充を求める意見書
●社会経済情勢を適切に反映した診療報酬の改定等を求める意見書
●脳脊髄液漏出症に係る後遺障害等級認定の仕組みの構築等を求める意見書
●文化財の防火対策の抜本的強化を求める意見書
●災害級の事故発生時の対応経費について特別交付税措置を求める意見書
●社会資本施設に起因する事故発生時における経済的損失等の補償制度の構築を
　求める意見書
○国勢調査の調査方法の見直しを求める意見書

○子どもの医療費助成制度における窓口負担の無料化対象が拡充可能な仕組みの
　構築を求める意見書
○自衛官の処遇改善及び退職自衛官の再就職支援の充実を求める意見書
○衆議院議員総選挙（比例代表選挙区）において名簿登載者不足による議席譲渡
　が生じないよう公職選挙法の改正を求める意見書
○適格請求書等保存方式（インボイス制度）の廃止等を求める意見書

●北朝鮮による日本人拉致問題に対する理解を深めるための広報啓発を推進する
　決議
●埼玉県立小児医療センターにおける髄腔内注射治療後に
　生じた事案に伴う原因究明と再発防止の徹底を求める決議

意見書・決議 意見書１４件を可決し、国に提出しました。また、決議２件を可決しました。（●は全会一致での可決、〇は賛成多数による可決）

詳しくは
こちら︎▶️

●県議会議事堂４階の傍聴者受け付けで手続きができます。
　本会議の傍聴席は216席、各委員会の傍聴席は20席です。
●本会議場では一般席とは別にこどもと一緒に気兼ねなく傍聴が
　できるよう親子傍聴室を設置しています。
　対象者は、乳幼児や児童とその保護者および引率者です。このほか、
　一般席での傍聴が困難な方とその付き添いの方も利用することが
　できます。

詳しくは、
ホームページを
ご覧ください

県議会を傍聴しませんか？県議会を傍聴しませんか？

傍聴に関するお問い合わせ先　県議会事務局議事課 : ☎ 048-830-6238親子傍聴室親子傍聴室

＊１　SAITAMAロボティクスセンター（仮称）
　市場規模拡大が見込まれる「社会的課題
解決に資するロボット」の開発を支援するた
め、「圏央鶴ヶ島インターチェンジ」に近接
した場所に整備を行っている。令和10年度
の開所を目指す。

＊２　ネットワーク
　「埼玉県ロボティクスネットワーク」のこ
と。SAITAMA ロボティクスセンター（仮
称）を拠点にロボット開発に関わる多様な
主体が集まり、協働して社会的課題解決に
資するロボットの開発および社会実装を促
進し、県内産業の振興と経済的発展を図る
ことを目的とした組織。

＊３　クビアカツヤカミキリ
　東アジア原産のカミキリムシ科の昆虫。
特定外来生物に指定され、飼育や運搬など
は原則禁止。サクラ、モモ、スモモ、ウメ
などの主にバラ科の樹木を加害する。年々、
被害地域が拡大している。

＊４　外来生物法
　「特定外来生物による生態系等に係る
被害の防止に関する法律」を指す。特定
外来生物による日本の生態系などへの被

害を防止し、生物の多様性の確保など
を通じて、国民生活の安定向上に資する
ことを目的とする。県は早期発見のため
のモニタリングや広域的な観点からの防
除、近隣県や市町村間の連携などを担う。

＊５　運営費補助（県の制度）
　学校の健全な発展に資することを目的
に、教職員の人件費や教育に必要な機材や
備品の購入などに対し補助するもの。

＊６　父母負担軽減事業補助
　授業料や入学金など保護者の経済的負担
の軽減を目的とした補助。生徒および保護
者が県内に在住していることや、所得など
要件がある。

＊ 7　新しい認知症観
　認知症になったら何もできなくなるので
はなく、認知症になってからも、一人ひとり
が個人としてできること・やりたいことがあ
り、住み慣れた地域で仲間などとつながり
ながら、希望を持って自分らしく暮らし続け
ることができるという考え方。

＊８　チームオレンジ
　認知症と思われる初期の段階から、心理
面・生活面の支援を行うため、本人や家族
のニーズに応じて認知症サポーターを中心

とした支援者（チーム）をつなぐ仕組み。
＊９　多様な働き方実践企業

　仕事と家庭の両立を支援するため、テレ
ワークや短時間勤務など、多様な働き方
を実践しているとして県の認定を受けた企
業。認定を受けることで働きやすい企業な
どとして、求人の際にアピールすることがで
きる。また、県のホームページでも広く紹介
している。

＊10　ポケモンローカルActs
　北海道や県ごとに選ばれた「推しポケモ
ン」が、地域の魅力を国内外に発信するお
手伝いをする活動（Acts）。地元の団体・企
業との協力により、ラッピング電車の運行
やコラボ商品の販売などが行われている。

＊11　医療的ケア児
　日常生活や社会生活を送るために、人工
呼吸器の使用やたんの吸引などの医療的な
支援が必要な状態にある児童のこと。

＊12　ピアサポーター
　同じ境遇を経験した仲間のことをピアと言
い、その経験などを生かして、支援を行う
人のこと。

＊13　難病患者雇用促進アドバイザー
　企業に対して難病患者の雇用を働き掛け

るとともに雇用に当たっての課題の調査な
どを行う埼玉県障害者雇用総合サポートセ
ンターに配置したアドバイザー。

＊14　アウトリーチ
　支援を必要とする人々に対して、行政や支
援機関などが積極的に働きかけて情報など
を届ける取り組み。

＊15　コネクテッド
　いわゆる「つなぐ組織」。既存の中央集権
的な縦割りを作り直し、県職員がさまざま
な分野、仕事、課題に関わり、つながるこ
とで、課題解決力や創造性の相乗効果を生
み出すこと。

＊16　ＤＸ
　デジタルトランスフォーメーションのこ
と。最新のデジタル技術を使って生活スタイ
ルや働き方、事業などを変革すること。

＊17　ＴＸ
　タスク・トランスフォーメーションのこと。
デジタルを前提として、人と機械が行うタス
ク、仕事を振り分け、職員がやるべき業務
は人でなければならない業務に集中する。
そして、県民サービスを向上させ、県民サー
ビスの向上と業務効率化の実現を同時に目
指すもの。

語 説用 解

「埼玉県議会だより」
音声版・点字版について

　「埼玉県議会だより」は、視覚障害者の方へデイジー版
（音声のみ）や点字版を発行しています。視覚障害者または
そのご家族の方などで送付を希望される方は、埼玉県議会
事務局政策調査課へご連絡ください。

☎️ 048-830-6257

他県のロボット推進組織との広域連
携を推進する。生活支援ロボット開

発ニーズに対応可能な実証環境を整備し
後押しする。安全確保対策は関係者のネ
ットワークなどを通じ議論を重ねる。も
のづくり企業の集積や多くの企業とのネ
ットワークなどを結集し発展に取り組む。

県では、県全体の被害状況調査や手
引の作成、近隣県との情報共有など

の取り組みを進めてきた。法律を踏まえ
た対応を引き続き実施するとともに、県
全体を俯瞰した実効性のある防除の方針
づくりや県管理の公園などで防除を強化
するなどの取り組みも拡充したい。

ネットワーク（＊２）の深化による
ロボット産業の底上げの考えは。次

世代の生活支援技術の開発をどう先導す
るか。また、安全確保のための施策の推
進や本県がロボット大国として国の施策
を牽引していくための将来の成長エンジ
ンと安全な社会基盤構築への考えを伺う。

外来生物法（＊４）では、都道府県
が防除の実施について主体的な役割

を担うことが期待されており、国も財政
支援を明文化している。法律の趣旨にの
っとり、県が司令塔となって全県一斉の
防除体制を早々に構築し、早急に具体的
アクションへ移るべきだが決意を伺う。

県内経済の活性化　SAITAMA ロボティク
スセンター（仮称）（＊１）の強化について

クビアカツヤカミキリ（＊３）の早急な
対策の推進について

南第6区　さいたま市見沼区
田村琢実（自民）

県庁舎再整備に当たっては、単に建
物の建て替えではなく、最新のデジ

タル技術を活用し、場所に縛られない柔
軟な働き方ができる未来型オフィスの実
現を検討している。それを試行するプロ
ジェクトを通じて、新しい働き方に基づ
いた県庁の姿を実現できるよう取り組む。

デジタル化の進展により、行政サー
ビスの提供の形は大きく変わりつつ

ある。県庁移転問題も含め、今後の行政
運営の在り方を見据えたとき、知事が理
想とする行政体としての県、そして県庁
の姿とはどのようなものか、デジタルに
よる変革も踏まえ、その将来像を伺う。

私立高校の授業料実質無償化を契機とした
本県の高校教育の在り方と方向性について

私立高校の配置状況を考慮しながら
公立高校のバランスよい配置に努め、

すべての生徒が通学できる環境と多様な
選択肢を提供していく。県の私学助成は、
運営費補助（＊５）と父母負担軽減事業
補助（＊６）の二本柱としており、今後
もこの二本柱で私学振興を推進する。

無償化は単なる家計負担の軽減にと
どまらず、本県の高校教育全体の在

り方など教育政策の根幹を問い直す転換
点である。無償化時代における公立・私
立高校の役割と今後の方向性の考えは。
無償化後を見据えた今後の私学助成制度
の在り方について基本的な方針を伺う。

知事の県政運営  未来の県庁の姿について

南第10区　さいたま市南区
木村勇夫（民主フォーラム）

南第1区　草加市
蒲生徳明（公明）

認知症支援　新しい認知症観（＊７）の
県民への普及について

チームオレンジ（＊８）が約３年間
で１０２チーム増加するなど、取り

組みは着実に進んでいる。意識調査で普
及状況を把握し、課題を明らかにした上
で、効果的手法を検討。小中学生を対象
とした講座や、漫画を活用した広報ツー
ルの配信など若年層への普及に取り組む。

新しい認知症観を「理念」にとどめ
ず「県民の常識」にしていくため戦

略的な対応が必要。新しい認知症観の普
及に資する取り組みの評価や普及の現状
の見える化について所見を伺う。小学生
などの若年層が「自分ごと」として認知
症を学ぶ機会の確保について考えを伺う。

持続可能な介護　仕事と介護の両立ができ
る職場環境の整備について

県では「多様な働き方実践企業」
（＊９）を認定し、入札参加資格審

査時の加点措置などのインセンティブを
用意することにより、企業の自主的な取
り組みを促してきた。引き続き、あらゆ
る機会を捉え、仕事と介護の両立支援に
ついて企業に積極的に働き掛けていく。

介護休業や短時間勤務制度の普及、
企業へのインセンティブ付与などで

ビジネスケアラーを支援し、仕事と介護
の両立ができる職場環境を整備すること
は、人材の確保・定着、ひいては企業の
成長にもつながる。このことを県が積極
的に打ち出していくべきだがいかがか。

2月26日（木曜日） 2月27日（金曜日）

県の多胎プレママパパ教室で当事者
同士の交流会を行い、ピアサポータ

ーから経験談を聴く機会を設けた。市町
村でも家庭訪問の同行や多胎家庭の交流
会などで協力いただく取り組みが始まっ
ている。今後、関係団体や有識者の意見
を伺いながら育成支援を検討していく。

多胎家庭には多胎への不安やさまざ
まな困難に対する具体的な支援が必

要。妊娠時からの相談体制を整えるとと
もに保健師による新生児訪問の際、経験
者が同行することも有効な取り組みとの
指摘がある。ピアサポーター（＊１２）
育成への支援が必要と考えるがいかがか。

全国の先進事例などを収集した市町
村向けの手引や家族向けのガイド

ブックを作成し配布することで災害対応
の強化を図る。県医療的ケア児等支援セ
ンターでの市町村と連携した先進的な取
り組みの横展開やアドバイザー派遣など
により取り組みが加速するよう支援する。

医療的ケア児にとって災害は命に直
結する問題だが、医療的ケア児の個

別避難計画を策定している市町村は１８
と少ない。県は計画のマニュアルなどを
作成し市町村や家族などに示すことが重
要と考えるがいかがか。また市町村の取
り組みをどう加速化するのか見解を伺う。

医療的ケア児（＊１１）
の災害対策・防災対策の
強化について

南第6区　さいたま市見沼区武田和浩（民主フォーラム）

現在、１２道県が展開しているが、
昨年２月から新規受け付けは停止し

ており、再開見込みは明らかでない。キャ
ラクター使用料の負担なく、地域の魅力
を発信でき、インバウンドも含め高い訴
求力があることから、ポケモン社の動向
を注視し具体的な提案を検討していく。

日本を代表する知的財産であるポケ
モンと自治体とのコラボを推進する

取り組みが他県では観光施策の柱となっ
ている。ローカルActs サイトは受け付
けが中断されているが、再開したらすぐ
にでも指定に向けて、趣向を凝らした提
案を準備しておくべきだが見解を伺う。

秩序あるインバウンド観光
の確立のために　ポケモン
ローカル Acts（＊１０）

南第20区　戸田市細田善則（自民）

多胎家庭への支援について

南第2区　川口市塩野正行（公明）

令和８年度予算案では大宮駅東西連
絡通路の中央付近に常設の県産品の

販売拠点を設置する予定。ＪＲグループ
と連携し、新たに設置する拠点を東日本
のハブとして本県の魅力を発信するとと
もに、県産品の販売拡大や観光誘客を図
り、地域経済に貢献できるよう取り組む。

新幹線は単なる移動手段ではなく、
地域と地域を繋ぐ「価値創造のプラ

ットフォーム」へと進化すべき。新幹線
が停車する重要なターミナル駅である大
宮駅を「観光・情報発信ハブ」化し、地
域経済をどう回していくのか、その取り
組みについて所見を伺う。

大宮駅の「観光・情報発
信ハブ」化による地域経
済への波及について

東第7区　春日部市栄　寛美（自民）

難病患者の就労を増やすためには、
企業へのインセンティブ付与も重

要。難病患者の就労実績を積み重ね、そ
れを模範として新しく雇用してもよいと
考える企業を創出するなど、丁寧な取り
組みを進め、さらなるインセンティブを
付与する仕組みも今後検討を進めていく。

県は令和８年度に難病患者雇用促進
アドバイザー（＊１３）を増強する

とともに、優良な事業者をモデル企業と
して情報発信を行う。モデル企業とは別
に、事業者が直接雇用するインセンティ
ブとなるよう難病患者雇用優良事業所認
証制度を創設すべきだがいかがか。

事業者が難病患者の雇用に積極的に
なる制度を　新たに難病患者雇用優
良事業所の認証制度を創設すべき

東第4区　久喜市石川忠義（県民）

国のガイドラインでは協議会は基本
的には住民に最も身近な市町村が主

導して組織するとされており、県は設置
の気運醸成に努めている。県協議会の設
置により地域の見守りが効果的に進むの
か、市町村の協議会の設置促進につなが
るかなどを見極めた上で検討していく。

悪質な商取引が地域で多発している。
消費生活センターのアウトリーチ

（＊１４）化の促進、被害者情報の共有
など、見守りネットワークの設置は全市
町村で求められている。空白地域解消・
機能充実のため県立消費者安全確保地域
協議会の設置を進めるべきだがいかがか。

消費者問題について　県立消費者
安全確保地域協議会見守りネット
ワークの設置と空白地域ゼロへ

南第7区　さいたま市中央区宮崎吾一（自民）

3月2日（月曜日）

3月3日（火曜日）

3月4日（水曜日）

国では実用化・商用化に向けさまざ
まな課題の検討を進めている段階と

認識している。直ちに「翔んで埼玉」と
はいかないが、空飛ぶクルマは観光誘客
に寄与するだけではなく、移動手段を劇
的に変える可能性を秘めていることから、
引き続き国や都の動向などを注視する。

東京都は来年から「空飛ぶクルマ」
の商用運行を予定。埼玉県でも就航

すれば成田・羽田と県内都市を短時間で
つなぎ、主要観光地も一日で周遊が可能
になる。まず観光目的から空飛ぶクルマ
の就航を一早く検討し「翔（飛）んで埼
玉」を目指すべきと考えるがいかがか。

「空飛ぶクルマ」の就航
へ向けて

南第1区　草加市小森克己（民主フォーラム）

令和８年度には既存の取り組みに対
し、より効果的な対案を模索するプ

ロジェクトチームの設置も検討している。
縦割りの専門性に横の糸を刺すことによ
って、課題に対応できる構造改革を実現
するため、今後とも力強くトップリー
ダーが主導する形で推進していきたい。

現代社会が抱える課題は多様化・深
刻化しており物事を分けて考え対処

する縦割りの方法は限界が来ている。Ｄ
Ｘ（＊１６）・ＴＸ（＊１７）を進め部
局を越えた自律分散型の組織構造を作
り、職員の課題解決力やパフォーマンス
向上につなげていくべきだがいかがか。

県の構造改革について　
コネクテッド（＊１５）
型の組織構造を

東第11区　幸手市・杉戸町吉良英敏（自民）

県では、委託の必要性の確認のほか、
可能なものは複数事業の審査事務な

どを一括で委託するなど経費の低減に努
めている。複数の見積もりを徴取し金額
の妥当性も確認している。今後も、必要
な支援が県民・事業者にしっかりと届く
よう、効率的な予算執行に努めていく。

国は景気対策や物価高騰支援などを
目的に補正予算を成立させたが、国

から自治体や民間企業などへの委託・補
助金の配分過程において中間業者への委
託費用が発生し、実際に支援が必要な国
民や事業者に届く額が減少するという指
摘がある。この現状に対する認識を伺う。

国の補正予算の執行のあ
り方は？　委託費用に対
する考えは？

南第15区　北本市新井一徳（自民）

代表質問 　２月 2６日、２７日の代表質問では、会派を代表して
３人の議員が質疑質問を行いました。 代表質問・一般質問の質疑質問・答弁

の全文はこちらからご覧になれます。▶
本会議や予算特別委員会の詳細が
分かる、会議録検索システムは
こちらからご覧になれます。▶

ホームページでご覧になれます 一般質問 ３月２日から４日の
一般質問では、9人の
議員が質疑・質問を
行いました。

▲︎本会議の様子

会議録検索システム
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